
Governor’s
Monthly Letter
ガバナー月信

Contents
第2回ガバナーエレクト
ラーニングセミナー（GELS）報告･･･････････ 5
派遣学生オリエンテーション・クリスマス会報告･･･6
クラブ紹介･･･････････････････････････････ 7
新会員・物故会員紹介／会員増減・出席率 ････ 8

ガバナーメッセージ／今月の表紙 ････････････2
第53回ロータリー研究会報告･･････････････3
M.D.マローニー R財団管理委員長
広島訪問・夜間例会・歓迎夕食会報告 ･･･････4
第3回諮問委員会報告･････････････････････5

2024-25 ROTARY
INTERNATIONAL District 2710

平和構築と紛争予防月間
今月の特別月間

行
動
し
よ
う 

未
来
の
た
め
に
︒

〜
変
革
に
取
り
組
も
う
〜



02 Governor’s Monthly Letter 03ガバナー月信　2025年2月号

2024-25 ROTARY INTERNATIONAL District 2710

Governor’s Monthly Letter

国際ロータリー第2710地区 2024-25年度ガバナー 上 田 文 雄

　今年の２月から４月初めの期間で、各グループのインタ

ーシティミーティング（IM）が開かれます。各ガ バナー補佐

の下、様 な々テーマで開催されますが、できるだけ多くのメン

バーに参加していただき、それぞれのテーマを深めるとともに、

グループ内の各クラブ間での交流も深めていただくことで、

人脈を広げる機会としてもとらえてほしいと思います。

　今月は平和構築と紛争予防月間です。今年度のステファ

ニー・A・アーチックRI会長は、積極的な平和構築を今年度

の最重点課題の一つとしています。国際ロータリーは７番目

のロータリー平和センターを、トルコのイスタンブールのバ

ーチェシェヒル大学に新たに設置しました。紛争が続く中東

地域にこのような平和構築のための人材育成機関ができるこ

とは、非常に意義があることです。また、これを記念して、アー

チックRI会長主催の平和会議が２０２５年２月２０日～２２日

にイスタンブールで開催され、様 な々平和への取り組みにつ

いて討議されます。

　当地区では、被爆地である広島地区のクラブを中心に、

多くのクラブで平和のための取り組みが長年にわたり進めら

れています。今年のIMでもグループ６・７の合同IMでは、平

和を取り上げています。２０１２-１３年度の田中作次RI会長の

時には、ロータリー世界平和フォーラムが、世界３か所（ベル

リン、ホノルル、広島）の最後として、２０１３年５月に広島で開

催されました。また、２０２３年５月には、G7サミットが広島で開

催され、G7首脳が広島平和記念資料館を見学した際に、

平和へのメッセージを平和記念資料館の芳名録に記載さ

れました。昨年度の当地区の地区大会の記念事業として、こ

のG7首脳の平和へのメッセージを広島市比治山公園内の

平和の丘に顕彰碑として設置しました。

　２０２４年のノーベル平和賞は、日本原水爆被害者団体

協議会に贈られました。ロシアによるウクライナへの侵攻で、

ロシアは核兵器の使用に言及しています。このような時期だ

からこそ、この受賞は大きな意義があると思います。その意味

で、世界の人たちも改めて広島に注目しているということです。

このため、G７以降外国人の広島平和記念資料館の入場者

も大きく増えていますが、ノーベル平和賞受賞で更なる入館

者の増加も期待されます。

　岩国市には極東最大の米軍基地があります。北朝鮮のミ

サイルに対する警報が発せられることもあります。台湾有事の

際には日本も巻き込まれる可能性があるなどの報道もありま

す。当地区もいったん近隣で紛争が起きれば巻き込まれる

可能性があるということです。各地で紛争が起きている今だ

からこそ、今一度平和について考えていただき、個人としてク

ラブとして何かできることがないか考えていただきたいと思いま

す。

平和構築と紛争予防月間

　2024年のロータリー研究会及び付随プログラムは、横

浜のパシフィコ横浜で、12月12日～15日に行われました。

　12日はロータリー財団地域セミナーが行われました。今

年は、通常は参加されないアーチックRI会長、マローニー

財団管理委員長、ランスフィールド財団管理副委員長も出

席されました。

　13日は、今年度第2回ガバナー会議が行われました。こ

の中で、ICUのロータリー平和センターの平和フェローに

対する支援金を、広島での研修以外に仙台でも震災復興

の実際の研修を追加するために、ロータリアン一人当たり

１５円/年を３０円/年に増額することを了承しました。夜に

は、RI会長、TRF管理委員長ご夫妻歓迎晩餐会が横浜

ロイヤルパークホテルで開催されました。

　14日はロータリー研究会の１日目として、アーチックRI

会長及びマローニー財団管理委員長の基調講演がありま

した。第1セッションでは、未来への投資と題して、ウクラ

イナへの補助金プロ

グラム活動として４

地区からの報告が

ありました。また、財

団奨学生の学友とし

て、国連事務次長の

中満泉さんのビデオ

メッセージの紹介、ロータリー平和センターの取り組みの

紹介、財団学友の宮崎彩さんのユネスコ世界遺産センタ

ーへの勤務経験などの話がありました。第２セッションで

は、アクションプランの推進と題して、各クラブの活性化や

会員増強の事例の発表がありました。第3セッションでは

ロータリー のD E I＋B 本 音トークと題して、D E Iに

Belonging(帰属意識)も含めて、様 な々観点から討議され

ました。また、ロータリーのマジックについてとして、駐日カ

ナダ大使のイアン・マッケイさんが青少年交換学生として

下関西RCにお世話になったことがきっかけで大使にまで

なられたとの話がありました。第４セッションは各地区のポ

リオデーイベントの報告でした。この中で、新型コロナウイ

ルス感染症の専門家としておなじみの尾身茂さんにロータ

リーのポリオ根絶大使への委嘱が発表されました。最後

はオープンフォーラムとして、会員からのアーチック会長へ

の質問に対する回答がありました。

　全体として、アーチック会長の今年度の重点事項であ

る、積極的な平和構築、行動計画の推進、クラブ文化の

見直しによる会員増強、ポリオの根絶の４点について様 な々

観点からの発表がされました。とても学びの大きい研究会で

した。今後の地区の活動に生かしていきたいと思います。

第53回ロータリー研究会報告

　岩国のシロヘビは遺伝によって白化が子孫の代に受け継がれているとされ、1972年に国の天然記念物に指定されました。
古い書物に吉川邸の城門付近で門番に捕獲された記録（1738年）があり、以後、地域の人々から“神の遣い”として大切にされ、
現在は白蛇資料館（岩国市今津町）やシロヘビの館（同横山）など、6つの施設で保護飼育されています。また、資料館に
隣接した岩國白蛇神社には巳年の今年、多くの人がご利益を求めて訪れています。

今月の表紙



02 Governor’s Monthly Letter 03ガバナー月信　2025年2月号

2024-25 ROTARY INTERNATIONAL District 2710

Governor’s Monthly Letter

国際ロータリー第2710地区 2024-25年度ガバナー 上 田 文 雄

　今年の２月から４月初めの期間で、各グループのインタ

ーシティミーティング（IM）が開かれます。各ガ バナー補佐

の下、様 な々テーマで開催されますが、できるだけ多くのメン

バーに参加していただき、それぞれのテーマを深めるとともに、

グループ内の各クラブ間での交流も深めていただくことで、

人脈を広げる機会としてもとらえてほしいと思います。

　今月は平和構築と紛争予防月間です。今年度のステファ

ニー・A・アーチックRI会長は、積極的な平和構築を今年度

の最重点課題の一つとしています。国際ロータリーは７番目

のロータリー平和センターを、トルコのイスタンブールのバ

ーチェシェヒル大学に新たに設置しました。紛争が続く中東

地域にこのような平和構築のための人材育成機関ができるこ

とは、非常に意義があることです。また、これを記念して、アー

チックRI会長主催の平和会議が２０２５年２月２０日～２２日

にイスタンブールで開催され、様 な々平和への取り組みにつ

いて討議されます。

　当地区では、被爆地である広島地区のクラブを中心に、

多くのクラブで平和のための取り組みが長年にわたり進めら

れています。今年のIMでもグループ６・７の合同IMでは、平

和を取り上げています。２０１２-１３年度の田中作次RI会長の

時には、ロータリー世界平和フォーラムが、世界３か所（ベル

リン、ホノルル、広島）の最後として、２０１３年５月に広島で開

催されました。また、２０２３年５月には、G7サミットが広島で開

催され、G7首脳が広島平和記念資料館を見学した際に、

平和へのメッセージを平和記念資料館の芳名録に記載さ

れました。昨年度の当地区の地区大会の記念事業として、こ

のG7首脳の平和へのメッセージを広島市比治山公園内の

平和の丘に顕彰碑として設置しました。

　２０２４年のノーベル平和賞は、日本原水爆被害者団体

協議会に贈られました。ロシアによるウクライナへの侵攻で、

ロシアは核兵器の使用に言及しています。このような時期だ

からこそ、この受賞は大きな意義があると思います。その意味

で、世界の人たちも改めて広島に注目しているということです。

このため、G７以降外国人の広島平和記念資料館の入場者

も大きく増えていますが、ノーベル平和賞受賞で更なる入館

者の増加も期待されます。

　岩国市には極東最大の米軍基地があります。北朝鮮のミ

サイルに対する警報が発せられることもあります。台湾有事の

際には日本も巻き込まれる可能性があるなどの報道もありま

す。当地区もいったん近隣で紛争が起きれば巻き込まれる

可能性があるということです。各地で紛争が起きている今だ

からこそ、今一度平和について考えていただき、個人としてク

ラブとして何かできることがないか考えていただきたいと思いま

す。

平和構築と紛争予防月間

　2024年のロータリー研究会及び付随プログラムは、横

浜のパシフィコ横浜で、12月12日～15日に行われました。

　12日はロータリー財団地域セミナーが行われました。今

年は、通常は参加されないアーチックRI会長、マローニー

財団管理委員長、ランスフィールド財団管理副委員長も出

席されました。

　13日は、今年度第2回ガバナー会議が行われました。こ

の中で、ICUのロータリー平和センターの平和フェローに

対する支援金を、広島での研修以外に仙台でも震災復興

の実際の研修を追加するために、ロータリアン一人当たり

１５円/年を３０円/年に増額することを了承しました。夜に

は、RI会長、TRF管理委員長ご夫妻歓迎晩餐会が横浜

ロイヤルパークホテルで開催されました。

　14日はロータリー研究会の１日目として、アーチックRI

会長及びマローニー財団管理委員長の基調講演がありま

した。第1セッションでは、未来への投資と題して、ウクラ

イナへの補助金プロ

グラム活動として４

地区からの報告が

ありました。また、財

団奨学生の学友とし

て、国連事務次長の

中満泉さんのビデオ

メッセージの紹介、ロータリー平和センターの取り組みの

紹介、財団学友の宮崎彩さんのユネスコ世界遺産センタ

ーへの勤務経験などの話がありました。第２セッションで

は、アクションプランの推進と題して、各クラブの活性化や

会員増強の事例の発表がありました。第3セッションでは

ロータリー のD E I＋B 本 音トークと題して、D E Iに

Belonging(帰属意識)も含めて、様 な々観点から討議され

ました。また、ロータリーのマジックについてとして、駐日カ

ナダ大使のイアン・マッケイさんが青少年交換学生として

下関西RCにお世話になったことがきっかけで大使にまで

なられたとの話がありました。第４セッションは各地区のポ

リオデーイベントの報告でした。この中で、新型コロナウイ

ルス感染症の専門家としておなじみの尾身茂さんにロータ

リーのポリオ根絶大使への委嘱が発表されました。最後

はオープンフォーラムとして、会員からのアーチック会長へ

の質問に対する回答がありました。

　全体として、アーチック会長の今年度の重点事項であ

る、積極的な平和構築、行動計画の推進、クラブ文化の

見直しによる会員増強、ポリオの根絶の４点について様 な々

観点からの発表がされました。とても学びの大きい研究会で

した。今後の地区の活動に生かしていきたいと思います。

第53回ロータリー研究会報告

　岩国のシロヘビは遺伝によって白化が子孫の代に受け継がれているとされ、1972年に国の天然記念物に指定されました。
古い書物に吉川邸の城門付近で門番に捕獲された記録（1738年）があり、以後、地域の人々から“神の遣い”として大切にされ、
現在は白蛇資料館（岩国市今津町）やシロヘビの館（同横山）など、6つの施設で保護飼育されています。また、資料館に
隣接した岩國白蛇神社には巳年の今年、多くの人がご利益を求めて訪れています。

今月の表紙



04 Governor’s Monthly Letter 05ガバナー月信　2025年2月号

2024-25 ROTARY INTERNATIONAL District 2710

Governor’s Monthly Letter

　2024年12月19日（木）15時30分より、第3回諮問委員会が

ホテルグランヴィア広島にて開会されました。はじめに、去る

12月17日にご逝去された岡田幹矢パストガバナーのご遺徳を

偲び黙祷を捧げました。

　その後、上田ガバナーから下記の中間報告が行われました。

・当地区会員数は、3,168名で年度当初から80名増となった。

・来年6月22日から開催されるカルガリー国際大会は、登録

　が低調で更なる参加を要請。

・韓国3690地区大会は、2025年5月2日からに日程変更。

・地区RYLAは、岩国RC主管により2025年3月8日～9日に

　開催予定。

・全国RYLA研究会広島会議は、2025年5月10日～11日、

　安芸グランドホテルにて開催。

・地区大会は岩国RC主管により本年11月無事開催。登録者

　数1,529名であった。

・地区のホームページの会員管理画面が、ソフトウェアの不

　具合からダウン寸前となっており、抜本的改善を要するため、

　早急に対応することとなった。

・そのほか、定例の各種報告（寄付状況、委員会活動等）が

　なされ了承された。

　井内パストガバナーからは、全国RYLA研究会広島会議

について補足説明が行われました。

　土肥慎二郎ガバナーエレクトからは、次年度の日程と予算

案についての説明に続き、ガバナー補佐並びに地区チームの

構成が固まったとして、写真入りで紹介がありました。参加の

各パストガバナーからは激励の言葉が発せられました。

　以上、審議が終了したので定刻17時に閉会しました。

国際ロータリー第2710地区 2024-25年度 ガバナーエレクト 土肥慎二郎

第2回ガバナーエレクトラーニングセミナー（GELS）報告

国際ロータリー第2710地区 2024-25年度 地区代表幹事 伊 藤 進 吾

第3回諮問委員会報告

　さる2024年12月13日、９月に続いて２回目のガバナーエ

レクトラーニングセミナー（GELS＃２）が開催されまし

た。

　前回同様、グループごとのファシリテーション形式で話

し合いましたが、３回目とあって、１年前よりもずいぶんリラ

ックスして参加することが出来ました。

　今回のセミナーで強調されたことは、ロータリー活動や

目標の継続性でした。脇和也ガバナーノミニーとの合同セ

ッションでは、他地区のいろいろな情報を聞くことができ、

有意義なセミナーとなりました。

　印象に残ったファシリテーターの言葉を紹介します。

・四宮孝郎さん（RI理事ノミニー）
「ロータリーの価値観を守ることは言うまでのないこと
だが、ロータリーには多様性があります。伝統のある保
守的なクラブもいい、革新的なクラブもいい、ただ言え
ることは、“楽しくなくてはならない”」

・久木佐知子さん（2025年RIラーニングファシリテーター）
「ガバナーの発信力、それが大事ですよ」

 これらの言葉を胸に刻んで、2月に開催される米国オーラ

ンドでの国際協議会に臨みたいと思います。

　皆様、どうかよろしくお願いします。

国際ロータリー第2710地区 2024-25年度 パストガバナー 井 内 康 輝

マーク・ダニエル・マローニー氏ご一行の広島訪問
ロータリー財団管理委員長

　2024年12月14日・15日に横浜で開催されたロータリー研究

会終了後、マローニーR財団管理委員長ご夫妻一行が、広島

を訪問したい、という希望をもっておられることを、日本から唯一の

R財団管理委員である三木明氏（姫路RC）から伝えられたの

は、2024年10月半ば頃でした。その際の希望は、①2023年の

G7サミットの会場として使われたグランドプリンスホテル広島に

宿泊したい、②広島のロータリークラブのいずれかの例会に参

加したいというものでした。私の想いとしては、広島訪問を希望さ

れる際は、平和を希求するロータリークラブの指導者の皆様に、

広島の被爆の実相と広島のその後の復興をみていただき、2つ

の世界遺産も訪れ、広島の文化を味わっていただくことをぜひ加

えたいと考えました。

　12月15日の羽田発広島

行の最終航空便（21:30

広島着）で到着され（実

際は１時間の遅れ ）、17

日朝の新幹線（8：56）で

姫路へ出発するという時

間の制約の中で、これらの希望や要望をかなえるために、丸1日

に詰め込んだ過密な日程は次のようになりました。

1．厳島神社参拝（野坂

宮司のご案内）―往復とも

高速艇を利用

2．原爆ドームの見学、慰

霊碑への献花、平和記念

資料館の見学（昼食は

お好み焼）

3．上田宗箇流、上田宗冏家元のご招待による和風堂での茶席

4．グランドプリンスホテル広島での広島中央ロータリークラブ

主催の歓迎夕食会（2710地区パストガバナーのご参加を得て）

　歓迎夕食会には、12月10日ノルウェーのオスロでのノーベ

ル平和賞を受賞したばかりの日本被爆者団体協議会の日本

代表のおひとり、箕牧智之さんをゲストとして迎え、夕食をともにし

て、マローニー委員長ご夫妻とも歓談していただきました。会場

の変更、夜間例会の実施をお引き受け下さった広島中央RCの

皆様には感謝申し上げます。

　これら全てを短い時間に凝縮したために、それぞれがもつ意

味などを十分に伝えることができなかったのではないかという危

惧を抱きながらも、翌朝、ホテルからの瀬戸内海の穏やかな海を

ながめながらの朝食は楽しんでいただけたのではと思っています。

随行：マーク・ダニエル・マローニー、ゲイ・マローニーR財団委員長ご夫妻／ラリー・ランスフォードR財団副委員長／三木 明 R財団管理委員ご夫妻

水野 功 現RI理事ご夫妻／佐藤 芳郎 前RI理事ご夫妻／四宮 孝郎 RI理事ノミニーご夫妻／中谷 研一 RI理事ノミニーご夫妻
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　「始めよう 誰かのために」のスローガンの下、広島市西部こども

療育センター「なぎさ園」へは、これまで車椅子など福祉機器を

寄贈してきましたが、本年度は姿勢保持機能付歩行器を贈ると

ともに移動動物園を園庭で展開し、動物との触れ合いの場を子

供たちに提供しました。ウサギやネズミを撫で、ヒツジやヤギの

触り心地を楽しみ、車椅子の子供たちがポニーに乗って歩くとき

に見せてくれた溢れんばかりの笑顔は、相手に寄り添った活動

の大切さを教えてくれました。また継続的に行っている広島市（西

区・佐伯区）への子供見守り活動用ジャンパー200着の寄贈を

本年度も行い、子供の安全対策と強化への協力を行いました。

　創立45周年を迎える当クラブではJ-ABS（アフリカ野球

振興機構）へのバット52本・グローブ42個他多くの野球道具

の寄贈を皮切りに、周南市徳山動物園へのテント・車椅子の

寄贈、ＪＲ徳山駅前再開発で 新たに誕生した商業施設

「TOKUYAMA DECK」に対する屋内植栽やテーブル・椅

子の寄贈など様 な々奉仕活動を進めています。また地域の課

題解決につながる子ども食堂への理解を深めてもらうための

支援も合わせて行っていくなど、これからも斬新な活動に挑戦

し続けてまいります。

国際ロータリー第2710地区　クラブ紹介国際ロータリー第2710地区　クラブ紹介

次世代を担う子供達のために 広島西RC

　下関東ロータリークラブは本年60周年を迎えます。当クラブ

は会員同士の絆が深く、和気あいあいとした雰囲気が特徴のク

ラブです。互いを支え合いながら、笑顔が絶えない活動を通じて

友情を育んでいます。特に青少年奉仕活動には力を入れてお

り、私の意見発表会（中学生）・キャンプ体験・奨学金制度・いのち

の講座・職場体験など、地域の子どもたちや若者が夢を追いかけ

られる環境づくりを積極的にサポートしています。仲間とともに地域

や社会に貢献する喜びを分かち合いながら、新たな挑戦を続ける

活気あふれるクラブです。

青少年奉仕活動で地域に貢献 下関東RC 45周年を記念して様々な奉仕活動を 周南西RC
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　昨年度は創立70周年事業を実施しました。本年度は2月

22日に福山ローターアクトクラブ50周年式典を開催いたしま

す。50年の間には多くの卒業生を誕生させています。福山

ローターアクトのチャーターメンバーで、現在福山クラブの

メンバーも在籍しております。50年の歴史を整理し、新たな次

の50年に向かって歩み始めるための年にしてまいりたいと思っ

ています。アクトだけではなく、私たちロータリアンにとっても、周

年という位置づけは、現在の活動を確認することができる貴

重なタイミングになっています。元気に精一杯の周年を楽し

んでまいります。

福山RAC50周年式典を開催 福山RC

　いよいよ2024年も残すところ数日となった昨年12月22日、

街中がクリスマスムードに包まれる中、青少年交換プログラ

ム2024-25年度派遣予定学生2名とご家族、スポンサークラ

ブカウンセラー向けの第1回目のオリエンテーションを開催し

ました。その後、受入学生の2名と昨年派遣した学生3名の

ROTEXと一緒にクリスマス会をグランヴィア広島にて開催

しました。

　クリスマス会は事務局に準備していただいたクリスマスグ

ッズを身につけ、とても和やかな雰囲気で行われました。また

ROTEXに司会をお願いし、それぞれが準備したプレゼント

をくじ引きで順番を決め交換しました。プレゼントの中には持

ち切れないほどの食べ物やご当地の名物、クリスマスにちな

んだものなどユニークなプレゼントが盛りだくさんで、貰って

ちょっぴり困惑した方もいれば、とても喜ばれた方もいて、大変

盛り上がりました。

　一方でカナダに派遣されている学生2名の毎月のマンス

リーレポートによると、2人ともとても充実した時間を過ごしている

ようです。

　カナダ・オンタリオ

州LondonRCに派

遣されている藤本君

（山口RC）はロータ

ーアクトクラブに所

属し、YouTubeにも

出演して活動内容

をPRしていました。

　おなじくカナダ・ノバスコシア州SummersideRCに派遣

されている八條君（広島西RC）は運動神経の良さを生かし

て、いろんなスポーツに挑戦し、その繋がりで友人を増やし

て、休日には友人達と

スポーツジムで 過ご

すこともあるようです。

　2人とも当然ながら

言葉の壁はあるようで

すが 、それを乗り越え

ていけるガッツとそれぞ

れが 持つやさしさや

礼儀正しさ、人懐っこさなどのキャラクターでホストファミリー

にも良くしていただいているようで、派遣され4カ月が経ちます

が、周りからのフォローがありながらも元気に過ごしているよう

です。

　高校生の彼らにとって観るもの、体験するもの、食べるものす

べてが新鮮でこれまで経験したことのないことばかりなので

戸惑いもあるようですが、経験するすべてにとても興奮してい

るようです。2人ともこの機会を与えていただいたスポンサー

クラブやロータリアン、関係者の方 に々はとても感謝していると

話していることをこの月信を通してお伝えさせていただきます。

国際ロータリー第2710地区 2024-25年度 青少年交換委員長 豊田清一郎

派遣学生オリエンテーション・クリスマス会報告

派遣学生・藤本 笙さんと
ホストファミリー

受入学生・帰国学生・ROTEX（学友）の皆さん

クリスマス会集合写真

派遣学生・八篠義公さんと
ホストファミリー
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ています。アクトだけではなく、私たちロータリアンにとっても、周

年という位置づけは、現在の活動を確認することができる貴

重なタイミングになっています。元気に精一杯の周年を楽し

んでまいります。

福山RAC50周年式典を開催 福山RC

　いよいよ2024年も残すところ数日となった昨年12月22日、

街中がクリスマスムードに包まれる中、青少年交換プログラ

ム2024-25年度派遣予定学生2名とご家族、スポンサークラ

ブカウンセラー向けの第1回目のオリエンテーションを開催し

ました。その後、受入学生の2名と昨年派遣した学生3名の

ROTEXと一緒にクリスマス会をグランヴィア広島にて開催

しました。

　クリスマス会は事務局に準備していただいたクリスマスグ

ッズを身につけ、とても和やかな雰囲気で行われました。また

ROTEXに司会をお願いし、それぞれが準備したプレゼント

をくじ引きで順番を決め交換しました。プレゼントの中には持

ち切れないほどの食べ物やご当地の名物、クリスマスにちな

んだものなどユニークなプレゼントが盛りだくさんで、貰って

ちょっぴり困惑した方もいれば、とても喜ばれた方もいて、大変

盛り上がりました。

　一方でカナダに派遣されている学生2名の毎月のマンス

リーレポートによると、2人ともとても充実した時間を過ごしている

ようです。

　カナダ・オンタリオ

州LondonRCに派

遣されている藤本君

（山口RC）はロータ

ーアクトクラブに所

属し、YouTubeにも

出演して活動内容

をPRしていました。

　おなじくカナダ・ノバスコシア州SummersideRCに派遣

されている八條君（広島西RC）は運動神経の良さを生かし

て、いろんなスポーツに挑戦し、その繋がりで友人を増やし

て、休日には友人達と

スポーツジムで 過ご

すこともあるようです。

　2人とも当然ながら

言葉の壁はあるようで

すが 、それを乗り越え

ていけるガッツとそれぞ

れが 持つやさしさや

礼儀正しさ、人懐っこさなどのキャラクターでホストファミリー

にも良くしていただいているようで、派遣され4カ月が経ちます

が、周りからのフォローがありながらも元気に過ごしているよう

です。

　高校生の彼らにとって観るもの、体験するもの、食べるものす

べてが新鮮でこれまで経験したことのないことばかりなので

戸惑いもあるようですが、経験するすべてにとても興奮してい

るようです。2人ともこの機会を与えていただいたスポンサー

クラブやロータリアン、関係者の方 に々はとても感謝していると

話していることをこの月信を通してお伝えさせていただきます。

国際ロータリー第2710地区 2024-25年度 青少年交換委員長 豊田清一郎

派遣学生オリエンテーション・クリスマス会報告

派遣学生・藤本 笙さんと
ホストファミリー

受入学生・帰国学生・ROTEX（学友）の皆さん

クリスマス会集合写真

派遣学生・八篠義公さんと
ホストファミリー
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岩国中央
岩国西
柳井
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広島
広島安芸
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広島東
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大竹

広島中央
広島廿日市
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広島西
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東広島
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呉東
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出席率 年度初
7/1
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計

計

計

計

長門
下関
下関中央
下関東
下関北
下関西

萩
萩東
美祢
小野田
宇部
宇部東
宇部西

防府
防府北
防府南
山口
山口県央
山口南

光
周南西
徳山

徳山セントラル
徳山東

98.07 
75.30 
71.78 
80.53 
73.47 
82.61 
80.29 
83.44 
93.64 
78.98 
83.90 
94.79 
71.29 
91.46 
85.36 
84.50 
75.31 
85.93 
76.85 
87.88 
93.77 
84.04 
77.94 
80.93 
99.18 
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265
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21
41
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6
5
4
0
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3
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1
3
5
1
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2
4
10
5
1
7
29
3
6
2
1
1
13
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0
2
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1
1
0
2
3
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6
1
4
4
0
2
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2
2
1
1
0
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※正式名称「福山ロータリーEクラブ2710」
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計

計

計

計
第2710地区計

広島空港
因島
三原
尾道
尾道東
竹原

府中
福山
福山東
福山丸之内
鞆の浦

福山REC2710

福山赤坂
福山北
福山南
福山西
松永

吉舎
三次
三次中央
庄原
東城

82.50 
96.60 
87.56 
72.31 
89.41 
82.50 
85.15 
85.98 
90.42 
76.83 
86.92 
90.63 
100.00 
88.46 
71.05 
93.67 
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87.82 
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83.03 
89.35 
72.23 
89.85 
92.55 
81.49 
85.09 
87.03 
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13
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16
7
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221
14
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8
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9
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14
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3
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2
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2
2
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4
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1
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3
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3
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0
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0
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4
1
1
1
0
0
1
4
1
1
3
4
2
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0
2
0
0
0
2
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※

国際ロータリー第2710地区  新会員・物故会員紹介

前田　武士
下関東RC

2024年12月19日
経営コンサルタント業

野村　明未
広島廿日市RC
2024年12月2日

人財育成・組織育成コンサルティング

倉員　光弘
宇部RC

2024年12月5日
為替銀行

本田　修一
呉東RC

2024年12月18日
食品製造業

井上　命和
福山西RC

2024年11月15日
建設業

小林　正典
福山西RC

2024年11月28日
インテリア/建築デザイン企画

中川  健一
山口RC

2024年12月11日
電気通信業

七川　雅仁
広島空港RC

2024年12月21日
公認会計士・ 税理士

吉村　隆良
岩国中央RC

2024年12月1日
税理士

橋本　栄司
岩国西RC

2024年12月6日
生命保険

辻田　貴志
広島RC

2024年12月10日
証券金融

青谷　文子
広島廿日市RC
2024年12月2日

農芸・園芸

謹んで哀悼の意を表します

ロータリー歴
1999-2000年度 会長

2009-10年度 ガバナー
メジャードナー／ベネファクター
第13回米山功労者メジャードナー
職業分類／産業機械販売

周南西RC
故 岡田　幹矢 殿

2024年12月17日ご逝去
（享年83歳）

ロータリー歴
2015-16年度 会長
2020-21年度 会長

職業分類／石材加工販売

竹原RC
故 久藤　孝仁 殿

2024年12月21日ご逝去
（享年67歳）

国際ロータリー第2710地区 事務局　〒732-0822 広島市南区松原町1-5 ホテルグランヴィア広島6F
TEL:082-506-0055　FAX:082-263-2323　E-mail:info@ri2710.com　URL:http://ri2710.com/


